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Comparison of Various BiochemicaI Measurements with Bone MineraJ
Densitometry and Quantitative U】甘asound f0「the Assessment of Vertebrai
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（推体圧迫骨折の評価について生化学的測定と骨塩定量及び超音波測定と
の比較）
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論文内容の要旨
監目　的ヨ
高齢女性の骨粗紫症診断について生化学的検査の重要性を明らかにする目的でこの研究を行った。
監方　法ヨ
1992年から1998年にかけて滋賀医科大学附属病院放射線部において検査を行い、悪性疾患、腎枚
能障害などの除外項目に当てはまらない60歳から75歳までの女性288人を対象にした。ほぼ同時期
に身長、体重、超音波とⅩ線による骨塩定昇と生化学、尿化学検査と椎体の単純写真を行った。単
純写真では日本骨代謝学会の基準により権体の圧迫骨折を判断した。生化学検査項目にはRBC、
HB、TP、ALB、C王三〇、TG、GOT、ALP、CRE、CA、Pが含まれる。尿化学検査にはI）PY王）、NTx
が含まれる。全身用のDXA装置により第2－4腰椎、大腿骨近位部、全身の骨塩最を測定した。
SXA装置により左踵骨の骨塩畳を測定した。QCで装置により榛骨遠位端の骨塩出を測定した。左
足を超音波法で測定しSOS、BUA、Stiffnessindexを得た。さらにDXA法で全身の月旨肪畳も測定
した。
実験で得られたすべてのデータどうしの相関係数を求めた。対象者を椎体の圧迫骨折の有無で2
群に分類しMann－WhitneyU－Testで違いを求めた。2群間の比敬で小さなP値を示した場合にROC
分析を行い2群間のカットオフ値を求めた。さらにオッズ比も求めた。
監結　果ヨ
対象者の骨塩畳と超音波指標の平均値は健常日本人よりも小さかった。工）PYI）以外の生化学検査
平均値は正常範囲内であった。身長、体茄、体脂肪畳は大部分の骨塩畳や超音波指標と相関が見ら
れた。RBC、HB、ALB、CHOの中で特にCHOが骨塩量、超音波指標との間で強い正の相関関係
を認めた。工）PYD、NTxは骨塩畳のいくつかと負の相関を認めたがその億はCHOよりも小さかっ
た。骨塩畳と超音波指標の間の相関はこれらよりも強かった。次に椎体圧迫骨折のある群とない群
との間で生化学検査、骨塩量、超音波指標の平均値の違いを調べた。生化学検査の中ではCHOの
みが有意差を示した。骨塩畳、超音波指標はすべて有意差を示した。これらのCHO、骨塩量、超
音波指標については椎体圧迫骨折に関してROC分析を行いオッズ比も求めた。骨塩量の中ではL
BMDが最高のオッズ比を示した。生化学検査の中ではCHO、DPYI）が高いオッズ比を示した。さ
らに椎体圧迫骨折の有無についてのロジスティック分析を行った。生化学検査よりも骨塩量、超音
波指標の方が高いカイ2乗借を示した。LBMDがカイ2乗債の最高値を示した。生化学検査では
DPYDのみが有意なカイ2乗債を示した。
【考　察】
RBC、HB、ALBは骨塩量、超音波指標と弱い相関を認めたが椎体圧迫骨折とは相関を認めなかっ
ー88－
た。これは、年齢や体重などが2次的に関連しているからかもしれない。コレステロールは骨塩量、
超音波指標、椎体圧迫骨折との問に弱い相関を認めた。カットオフ債を199mg／〟にすると椎体圧迫
骨折のオッズは比2．41になった。コレステロールの測定で異常があれば骨粗髭症評価のための骨塩
量測定を行う動機になるかもしれない。尿中DPYDは骨塩量、超音波指標との間に弱い相関を認
めた。DPYDは唯一椎体圧迫骨折におけるオッズ比とカイ2乗値で統計的に有意差を示した。
DPYDは骨吸収に特異的なマーカーであり骨組髭症における骨折との関連を示す研究もある。NTx
はDPYDほど骨塩畳、超音波指標、椎体圧迫骨折に相関を示さなかったが測定値のばらつきが大
きかったせいかもしれない。他の研究ではDPYI）よりも強い相関を示しており測定には注意する
必要があると思われる。骨塩畳と超音波指標は高いオッズ比とカイ2乗債を示した。特にLBMD
が一番高くT－BMD、C－BMDと超音波指標のすべても優れていた。PQCTはCHOと同程度であっ
た。
【結　論】
高齢女性では血清コレステロール値が骨塩量、超音波指標と有意に関連しており稚体圧迫骨折と
も関連している。尿中のDPYD値もまた骨塩量、椎体圧迫骨折と関連している。しかしながら、
骨塩量及び超音波指標はコレステロール、尿中のDPYD値よりも椎体圧迫骨折に関して強い相関
を持っている。よって、血清コレステロール値及び尿中のDPYD債の測定は骨粗髭症診断精査へ
のきっかけとして考えるべきである。
論文審査の結果の要旨
高齢女性の骨粗髭症診断については尿中骨代謝マーカー測定、骨塩定量、定量的超音波測定、椎
体単純写真撮影が行われているがより簡便な血液生化学検査の果たす役割を検討した。
赤血球数、ヘモグロビン値、アルブミン値、コレステロール値の中で特にコレステロール値が骨
塩畳、超音波指標との間で強い正の相関関係を認めた。椎体圧迫骨折のある群とない群との比較で
は生化学検査中コレステロール値のみか2群間で有意差を示した。さらに骨塩量及び超音波指標は
コレステロール値よりも椎体圧迫骨折に関して強い正の相関を持っていた。
本研究では血清コレステロール値と椎体圧迫骨折との相関を初めて見出し、血清コレステロール
債の異常が骨粗髭症診断精査へのきっかけになり得ることを提案しており本論文は博士（医学）の
学位論文として価値あるものと認める。
なお、当学位授与申請者は、平成12年2月15日に実施された本論文に関する試問を受け、合格と
認められたものである。
一一89－
